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サンゴ礁と地球環境変動の関係を探る国際共同研究がスタート 

―国際陸上科学掘削計画― 
 

この度、熊本大学大学院自然科学研究科の松田博貴教授らの国際研究グループが提案し

た研究計画（COREF 計画；代表者：名古屋大学井龍康文教授）が、国際陸上科学掘削計画

により採択され、実施されることになりました。 

この研究の目的は、過去の地球環境変動がサンゴ礁に及ぼした影響を明らかにすること

です。今後、琉球列島の島々で掘削（ボーリング）調査を行い、過去のサンゴ礁生態系が

地球環境の変動に対応してどのように変化してきたかを明らかにします。この研究成果は、

現在進行している地球温暖化がサンゴ礁に与える影響の予測にも応用できます。 

なお、日本人研究者の主導する科学提案が国際陸上科学掘削計画で実施される国際研究

プロジェクトは、雲仙掘削に次いで 2例目となります。 
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サンゴ礁と地球環境変動の関係を探る研究がスタート 

－国際陸上科学掘削計画－ 

 

プロジェクトの背景と科学目的 

サンゴ礁に生息する生物の分布や群集組成は、水温や塩分等のさまざまな環境要因に規

制されているため、サンゴ礁堆積物は過去の環境変動の優れた「記録文書」として有用で

す。したがって、氷床の拡大・縮小により、温暖化・寒冷化や海水準の上昇・下降が繰り

返して起きた地質時代である第四紀における熱帯 亜熱帯の気候や浅海環境の変動を解明

するためには、サンゴ礁堆積物は最適の情報源といえます。なかでも、サンゴ礁の分布の

北限や南限付近に位置するものは、熱帯低緯度のサンゴ礁の分布の中心域のものに比べ、

環境の変化に対してより敏感に応答し、成立・発達・消滅を繰り返したと推定されます。 

そこで、井龍康文教授（名古屋大学）、松田博貴教授（熊本大学）、町山栄章サブリーダ

ー（海洋研究開発機構）らの国際研究チームは、サンゴ礁の分布の限界域付近に分布する

第四紀サンゴ礁堆積物から、 

1) 気候変動・海水準変動に対するサンゴ礁・サンゴ礁生態系の応答 

2) サンゴ礁生態系の時空変化 

を明らかにする科学計画である COREF 計画を立案し、国際陸上科学掘削計画

（International Continental Scientific Program: ICDP）に提案しておりましたが，こ

の度、受理されました。 

 

掘削地点と掘削ターゲット 

上記の目的を達成するための最適の掘削地点は琉球列島です。同列島は、第四紀を通じ

てサンゴ礁の分布の北限が存在しました。また、活動的縁辺部に位置しているために、第

四紀サンゴ礁堆積物が隆起して地表に広く露出しています。このような極めてユニークな

地理的・地質学的位置に加え、同列島の現世サンゴ礁および第四紀サンゴ礁堆積物に関し

ては、豊富なデータが蓄積されています。 



種子島から与那国島までのさまざまな陸域に分布する堆積物の中でも、完新世（約 1 万

年より若い地質時代）および中期更新世（40 万 80 万年前）のサンゴ礁堆積物が各島々に

広く露出すること、分布する緯度範囲が広範であることから、掘削ターゲットとして最適

です。 

なお、将来的には、統合国際深海掘削計画（Integrated Ocean Drilling Program. IODP

と呼ばれます）により、現在の陸棚に分布すると予想される氷期（低海水準期）、特に最終

氷期最盛期（約 22,000 年前）の堆積物の採取を実施し、当時のサンゴ礁・サンゴ礁生態系

の全体像を描き出すことが望まれます。 

 

研究の意義・必要性 

本計画では、ある特定の島・海岸でなく、南北間でサンゴ礁生態系に大きな差異の認め

られる琉球列島を縦断的に掘削することにより、第四紀の 2 つの時期におけるサンゴ礁生

態系の緯度変化や環境変動に対するサンゴ礁・サンゴ礁生態系の応答の南北差が把握でき

ます。この研究成果は、地球温暖化がサンゴ礁に与える影響の予測にも応用できます。 

このような規模の掘削研究は、資金的にも人的にも ICDP による国際共同研究プロジェク

トでなければなし得ません。また、このような視点からサンゴ礁の掘削研究が行われた前

例はなく、生物礁の進化やサンゴ礁の生涯（成立・発展・消滅）の解明に貴重な情報をも

たらし、地球科学分野に多大な貢献を果たすことが期待されます。 

 

補足 

数千年～十数万年スケ－ルの気候変動に対するサンゴ礁・サンゴ礁生態系の応答に関して 

バルバドスあるいはパプア・ニュ－ギニアにおける造礁サンゴ群集の研究では、第四紀

を通じて造礁サンゴ群集の組成は大きく変化しなかったことが明らかにされています。こ

れの理由の一つとして、サンゴ礁形成域の中心部である低緯度域では、氷期－間氷期の環

境変動の度合いが小さかったことがあげられます。これに対して、サンゴ礁形成域の中で

は比較的高緯度に位置する琉球列島から、造礁サンゴは分布するものの、非サンゴ礁域で



ある九州にかけての一帯では、造礁サンゴ群集が緯度方向に大きく変化することが知られ

ています。また、造礁サンゴの中には、同一種でありながら、琉球列島と九州で形態が異

なるものが存在することが知られています。よって、COREF 計画では、このような造礁サ

ンゴの群集や形態の差異を指標として、過去のサンゴ礁の分布域の時代変化や、数千年 

十数万年スケ－ルでの気候変動に対する造礁サンゴおよびサンゴ礁生態系の応答が明らか

になると期待されます。この研究成果は、地球温暖化により、サンゴ礁生態系がどのよう

に変化するのか（群集の組成やサンゴ礁の分布域はどのように変化するのか）を予測する

ために応用することができ、将来の海洋環境を考えるうえで、重要な基礎的知見となりま

す。 

 

【用語説明】 

国際陸上科学掘削計画（International Continental Scientific Program: ICDP） 

地球変動の歴史を知り、地下の活動的プロセスをとらえるために、各種陸上科学掘削計画を推進す

るための国際プロジェクトです。現在、ドイツ・アメリカ・日本・中国・カナダ・オーストリア・

ノルウェー・ポーランド・チェコ・アイスランド・フィンランド・南アフリカ・イタリア・スペイ

ン・スウェーデン・スイス・ニュージーランド・フランス・イスラエルの 19 ヶ国とユネスコ、シ

ュルンベルジェ社が加盟しており、本部は、ドイツのポツダムにおかれている。 

 

第四紀 

地質時代の中で最も新しい時代で、現在から約 260 万年前までの期間を指します。現在から約

12,000 年前までは完新世、それ以前は更新世と呼ばれています。 

 

造礁サンゴ 

サンゴ礁の形成にかかわるサンゴを造礁サンゴと呼びます。造礁サンゴと言われるサンゴには、い

くつもの分類群が含まれますが、最も重要なのは花虫綱六放サンゴ亜綱イシサンゴ目に属するもの

で、造礁サンゴの大部分を占めている。いずれの造礁サンゴも炭酸カルシウムの骨格を有し、軟体

部には体内に褐虫藻という藻類を共生させています。 






